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■リウマチ・膠原病外来 担当は若林病院(旧ＮＴＴ病院)名誉院長 佐々木毅先生。２月は１０日（土）、２４日（土） 

 @683nnsje 

 邉見 萌恵   《 看護師 》  
 

 ・出身地 東松島市 ・好きな食べ物 さくら餅 ・趣味 音楽鑑賞、ドライブ   

 ・最近ハマっている事 道の駅巡りです。今年こそ東北全制覇…!!  

 ・最近とても驚いた事 つい最近生まれたと思っていた甥っ子が歩いていたこと  
  

 皆さまに支えていただきながら本日まで働いてくることができまし

た。看護師として成長できるよう努め、患者様、ご家族様が安心できる

ような対応を心掛けていきます。よろしくお願い致します。 

＠  

（旧    ） 

 木村 理乃  《 看護師 》  
 

 ・出身地 東松島市 ・趣味 ディズニーとカエルのオタクです。 

 ・好きな食べ物 ラーメン 

 ・最近ハマっている事 「かいじ」というラーメン屋さんの「かいじの濃厚海老 

  らーめん」にハマっています。つけめんもおススメです♪ 

・最近とても驚いた事 祖父が木に立て掛けたハシゴの上から３ｍ下に落下、 

 鎖骨を骨折したこと。ちなみに前歯も折れました。 
 

 入社してもうすぐ１年になります。１人でできることが増えて嬉しい反

面、不安も大きく毎日ドキドキしています。患者様や地域の皆様が安心し

て治療が受けられ、その人らしい生活が送れるよう知識・技術の向上に努

め、丁寧な対応を心掛けてまいります。  

 

 インフルエンザ予防接種は２月をもって終了の予定です。ご希望の方はお早めに

お申し込み下さい。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

       医療法人 医徳会 真壁病院 法人広報 コンチェルト 第２９３号 令和６年１月発行 

 地域医療連携室 主任 江﨑大介 
 昨年から行っていた、病院建物の改修・防

水工事は、１月２０日を持ちまして完了いた

しました。 

 工事期間中はご不便をお掛けしすみません

でした。みなさま、ご協力ありがとうござい

ました。 

今回は 地域包括ケア病棟 のスタッフをご紹介します。 

 地域医療連携室は現在、看護師１名、医療ソーシャルワーカー４名で 

業務を行っております。 

 それぞれ介護支援専門員や介護福祉士、救急認定ソーシャルワーカー等の 

資格も有しており、多角的な視点から支援ができるよう心掛けています。 

 地域医療連携室の業務は、患者様の利便性を高め地域医療の質を向上させることを目的とし

ています。当院以外の医療機関や、地域の介護保険機関、行政機関と密接に連携し患者様の外

来受診や入退院、在宅医療を支援します。 

 

 ２０１４年に「地域包括ケアシステム」の構築を目指して「医療介護総合確保推進法」が施

行され、厚生労働省が全国的に推進するようになりました。「地域包括ケアシステム」とは、

団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた

地域・家で自分らしい暮らしを最後まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・予

防・生活支援が一体的に提供されるシステムの事です。 

 

 「医療介護総合確保推進法」が施行され１０年が経ち、２０２５年は既に目前に迫っていま

す。「地域包括ケアシステム」の構築は行政が主体となり進めているところですが、運用する

に当たっては我々民間の介護・医療事業所が体制を整備しなければなりません。今後も関係機

関との連携を密に行い、地域の皆様のお力になれるよう努めて参ります。 

 

 何かお困りのことがございましたら、私たちにお気軽にご相談ください。 

地域包括ケアシステムのイメージ 

私たちにお任せください！ 

 南棟・管理棟の屋上や外壁は見違えるように 

 キレイになりました。 


